


1969年 9月 に Madridで 開催された IAGA総会開会式において IAGA会長

として挨拶をしておられる永田先生

ほか,地球磁場分布,地域異常,永年変化についての諸

性質など地球内部に原因を有する地磁気の諸問題につい

て幅広い研究業績がある。また地球磁場変動のうち,地

球周辺のプラズマ空間に生じる電流に起因する地磁気日

周変化,地磁気擾乱 (と くに極磁気嵐)についての解析

と解釈においても立派な仕事を多く残しておられる。地

球周辺空間のうち,電離層に対する研究は,戦時中から

電波通信対策の必要性から,天文学者・物理学者 ◆地球

物理学者・通信工学者達が集って共同研究会を開いてい

た歴史があり,戦後も引続き各方面の研究者が定期的に

集って総合研究を推進した。永田先生は,萩原雄祐先生

をお助けして,こ の総合研究の指導的役割をずっと果し

てこられた。F召和 32～ 33年に行なわれた国際地球観測

年を契機として,地球周辺空間の研究および南極におけ

る地球物理観測が世界的課題となった。わが国では,地

球周辺空間研究においてはロケット観測を東京大学生産

技術研究所が中心となって行い,その後東京大学宇宙航

空研究所が設立されて科学衛星による宇宙空間研究に発

展していく。永田先生は宇宙航空研究所設立以来併任教

授として日本の宇宙空間研究推進に尽力された。一方南

極観測には第 1次～第3次南極地域観測隊長として昭和

基地を設立し,そ の後の南極観測発展の基礎をつくられ

た。昭和 36年 6月 には「南極観ill実施に際しての功績」

により政府より銀盃を受けられた。南極観測はやむなく

一時中断された時期もあったが,昭和 39年に再開され

て以来毎年観測隊が送られており,地球物理・地学 。生

物学各方面で有益な観測資料を提供しつづけている。こ

れらの実績をもとに昭和 48年 9月 29日 に国立極地研

究所が設置され,永田先生は初代所長に任命された。

このように永田先生は日本における地球電磁気学・超

高層大気物理学の進展に偉大な足跡を残しておられま

す。この業績が世界でも高く評価されていることは,先

生が米・英 。東独の学lyJ会 から会員に推薦されたり,大
学の名誉博士号を受け られた こ とにもあらわれていま

す。また先生の国際的な活躍は,国際組織で要職をつと

められた経歴で明らかです。

国際学術連合 (International Counci1 0f scientinc

UniOns)の中に国際測地学および地球物理学連合 (In‐

ternational UniOn of Geodesy and ceophysics)が あ

り,その下に InternatiOnal Association of Geomag‐

netism md Aeronomyがあ ります。 この国際組織が

結成された 1919年に (当時の名称は htёrnational

A田ociation of Terrestrial Magnetism and Electriclty

ですが)初代会長に就任されたのは故田中館愛橘先生で

す。永田先生は 1954年から上記 IAGAのす分科会委

員長になられて以来,IA GAお ょび IUGGでいろいろ

な重要な役をつとめられた上, 19“ ～1967年に IAGA

副会長,1967～ 1971年 には IAGA会長をつとめられま

した。このような永田先生の御活躍もあり,一度 IAGA

総会を日本で開いて欲しいとの要望が出て,昨年 9月 に

京都国際会館においてIAGA学術総会が開かれた。この

国際会議の準備にあたり,永田先生には組織委員会名誉

委員長および募金委員会委員長になっていただいた。募

金委1員長としてのご苦心談の一部は,本広報 5巻 8号に

掲載されてぃます。また南極観測の国際組織 SCientinc

Committee on Antarctic ReSearCh では永田先生は

1972年から副会長をつとめておられます。

国際的な諸連絡が多い地球物理学の分野でも,永田先

生のご活躍は一きわ目立っている。海外出張の記録によ

ると,出張命令が内閣総理大臣,文部大臣,外務大臣か

らもしばしば出されており,東京大学在職期間中の海外

渡航回数 63回というのも容易に破られない詳録ではな

いかと思われます。
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